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Abstract:
2 flavor QCDにはU(2)xU(2)カイラル対称性と言う重要な不変性が存在
する。この対称性は自発的対称性の破れとアノマリーと言う二つの異
なる機構で破れている。この2 flavor QCDを高温の状況下におくと、
自発的に破れていたSU(2)xSU(2)対称性は相転移によって回復する事
が知られている。この時の相転移の次数は何次になるのであろうか？
実はここでアノマリーで破れている対称性の挙動が重要になってく
る。これまではアノマリーで破れたU(1)A対称性は高温においても
SU(2)xSU(2)対称性と同時に回復する事は無く、相転移は二次である
と信じられてきた。
このセミナーでは、アノマリーで破れた対称性もまた同時に回復する
可能性が高い事を議論し、その結果2 flavors QCDの有限温度相転移
の次数は一次になるであろうことを紹介する。


